
１牧草と園芸・第５０巻第１号（２００２）

　２１世紀の幕開きである２００１年は，畜産にとって

衝撃的な年となった。９月１０日に千葉県で発生し

た牛海綿状悩症（ＢＳＥ）は，消費者の牛肉需要

を急減させ，牛枝肉価格や素牛価格も急激な下落

を招いた。２０００年の口蹄疫発生では比較的短期間

に終息したが，ＢＳＥは，その影響は長年月にわ

たると考えられる。この両パニックとも，原因を

探って行くと輸入飼料に基因することから，改め

て，自給飼料を主体とした安定した畜産経営の確

立が望まれている。

１　牛海綿状悩症発生からの反省

　ＢＳＥの病原体は感染性たんぱく質粒子のプリ

オンであるとされている。１９８６年に英国で始めて

発生し，以来１８万頭がＢＳＥと診断され，４００万頭

も，と殺焼却するという大被害をもたらした。長

年にわたって，と場の廃棄物を肉骨粉として飼料

化して有効活用を図ったことが，生物の共食いを

戒める神の摂理に反したのであろう。英国でＢＳ

Ｅの原因が肉骨粉であることが判明し，飼料利用

を禁止するまで長年月かかったのであるが，それ

までに生産された肉骨粉はヨーロッパ各国や日本

にも輸出されていたのである。

　高栄養で安価な肉骨粉は飼料原料として世界中

で利用されていたから，ＢＳＥが各地に伝播する

ことになったとみられる。日本では，１９９６年に肉

骨粉を牛に給与することを禁止するよう通達が出

され，牛用の配合飼料には使用されていないが，

豚，鶏用飼料が混入したり，誤用されることはあっ

たと考えられる。

　いづれにしても，多くの識者が，牛は草食家畜

であるのに，経済合理性と効率化を求めて，牛の

肉骨粉を同種の牛に給与することが問題であり，

安易に輸入飼料に依存せずに，国内で生産される

自給飼料を中心とした給与体系を，畜産に持って

いかなければ，安全，安心とは言ない，と指摘さ

れている。

２　口蹄疫発生防止のための自給飼料

　２０００年３月の宮崎県，５月の北海道十勝で発生

をみた口蹄疫は，中国産の輸入ワラが原因である

とされている。口蹄疫は牛から牛へ伝染する力が

強いから，発生農家の飼養している牛を全頭処分

するほか，周辺の家畜の移動を禁止して，的確な
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消毒を行うことで伝染の防止が図られた。この家

畜の移動禁止措置で大きな被害を受けた生産者は

多かったが，９月には終息宣言が行われた。２６万ｔ

の輸入稲ワラが原因と考えられたことから，これ

を国産の稲ワラに置き換えるべきであるとして，

国産稲ワラ飼料化協議会を国，県，市町村レベル

で設置して運動をしている最中である。

３　飼料の輸入依存は長期的に不安定

　ＢＳＥや口蹄疫の原因が，どちらも輸入によっ

てもたらされたもので，輸入依存がいかに不安定

か考えさせられる。先般，北海道の別海町の酪農

家を視察したとき，この辺りでも，「モシモシ酪農」

になりつつありますと話され，訳を聞くと，牧乾

草も稲ワラも，電話１本で配達してくれるから労

力も土地も倉庫も要らない。その分，乳牛の頭数

を増やして収益を上げられるという。このように，

生産基盤が最も広い北海道においても，輸入依存

が進んでいるのが実態である。

　さらに，長期的にみてみると，世界全体の人口

増加率と，食料穀物生産の増加率を考えると，将

来は需要ひっ迫が懸念されるということは，多く

の研究機関が指摘している。最近の日本の畜産は

濃厚飼料は９０％を輸入に依存し，粗飼料までも

２０％を輸入に依存するようになっており，長期的

にみると，非常に不安定といえる。

４　多頭化と高能力化が飼料自給率を下げた

　平成３年にウルグアイラウンドが終結し，牛肉

やオレンジの輸入自由化が決定されたが，輸入品

に対抗するには差別化商品の生産で行くしかない

ということで，日本の畜産は多頭化，能力の向上，

高品質化に向った。１戸当たり飼養頭数は全国平

均で乳用牛が５３頭，肉用牛が２４頭と，短期間に２

～３倍に増加した。乳用牛の泌乳能力の向上，牛

肉の高規格化への傾斜は目覚しいものがある。一

方，この間の畜産物生産費調査をみると，乳用牛，

肉用牛ともに購入飼料費が増加し，自給飼料費は

急減しているのである。

５　飼料自給率の現状と目標

　酪農経営や肉用牛経営における飼料の自給率を

みると（表１），酪農経営で平成１１年全国３３．７％，北

海道５５．５％，都府県１７．３％，肉用牛経営では，繁

殖経営５９．０％，肉専用種肥育経営４．４％，乳雄肥育

経営１．２％となっており，この１０年間位の減少率が

大きい。これは，飼養規模の拡大に見合った飼料

基盤の確保の遅れ，稲ワラや野草利用の減少など

により，低下傾向で推移したためである。

　この飼料自給率は，個々の畜産経営にとっては

分かり難い数字である。飼料の給与量を握み，飼

料成分を掛けて出さなければならないからであ

る。ここでは，農林水産省が近代的酪農経営及び

肉用牛経営の基本的指標（表２）を示しているの

で，参考にして，個 の々経営の目標を作るとよい。な

お，各都道府県では，地域を分けて目標を示している

ので，具体的には，それを参考にすべきである。

６　自給率向上の鍵は，作付増大と高能力品種選択

　畜産経営の自給飼料の中心は栽培飼料作物であ

るから，飼料自給率向上の最大の柱は飼料作物作

付の拡大になる。また，飼料作物の生産性向上の

中心は，高収量，高品質の品種の選択である。

　最近の１戸当たりの酪農における飼料作物作付

面積の推移をみると（表３），平成１１年全国平均で

は，１８．１８ｈａ，北海道４２．８２ｈａ，都府県４．５３ｈａとなっ

ており，拡大の傾向はみられるが，都府県では殆

んど停滞していることが分かる。さらに１頭当た

りの作付面積の推移をみると，平成１１年全国平均

では２９ａ，北海道４７ａ，都府県１０ａとなっており，

飼養規模の拡大に見合った飼料基盤の確保の遅れ

から，横ばい傾向で推移している。

　また，高能力品種選択の指標となる飼料作物奨

励品種の普及状況をみると，北海道で７０．７％，都

府県で３３．３％，全国平均で４２．８％で，しかも低下

傾向にあることは，誠に残念である。

２

表１　大家畜経営における飼料自給率の推移（ＴＤＮベース）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）
１１１０９８７平成２６０５５５０昭和４５年区　分
３３．７３３．７３４．０３５．５３４．６３９．６４１．８４６．７４４．７４９．３全　国酪　

農
５５．５５４．２５３．３５４．６５５．４６０．７６３．８６８．８７４．８７７．２北海道
１７．３１８．５１９．５２１．０２０．５２６．１３０．６３３．３３１．８３６．２都府県
５９．０５８．９５７．６５６．３５７．８６３．５６６．１６４．６７１．４８１．８繁殖経営肉

用
牛

 ４．４ ４．６ ４．８ ５．２ ６．７ ８．２１２．７１１．８１４．８２７．９肉専肥育
 １．２ １．４ １．４ １．４ ３．３ ３．６ ５．９ ４．２－－乳雄肥育

資料：農林水産省「畜産物生産費」，「日本標準飼料成分表」か
ら算出



３

７　自給飼料基盤強化の重点

１）　草地整備の着実な推進

　飼料作物作付拡大の方途は立地条件で異ってく

る。北海道や東北等の草地基盤の大きい地域では，

野草地，里山，林地等を共同で草地造成すること

は，外延的拡大の最大の方途であるが，開発適地

が奥地化したため造成コストが高くなったことな

どで，最近はあまり進んでいない。一方，北海道

では，荒廃して利用度が低下した草地を整備する

事業が，年間１万５千ｈａ程度実施されている。こ

の事業には国費や道費の補助が手厚くなっている

ので，これを利用して整備を進めよう。

２）　水田等の既耕地における作付の拡大

　水田等の既耕地の利用では，平成１３年は１０１万

ｈａの調整が実施されるに至っているが，米の生産

調整における飼料作物作付面積の割合は約２０％を

占めている。排水対策等，ほ場条件の整備を図る

とともに，耕種農家と畜産農家とが連携して，調

整水田等への作付の拡大，団地化及び貸借を進め

表２　経営指標
１　酪農経営

土地条件の制約が大きい地域（主として都府県）土地条件の制約が小さい地域（主として北海道）
立地条件

区分
畑又は水田

畑主体
牧草地

中山間地域混住化地域放牧主体
家族・複合家族・専業家族・専業家族・専業法人家族・専業家族・専業家族・専業経営形態（労働力構成）

混播・トウモロコシ
１２ｈａ程度

イタリアン・トウモロコシ
３ｈａ程度

（暖地）
イタリアン・トウモロコシ
１７ｈａ程度

（寒冷地）
混播・トウモロコシ
２０ｈａ程度

混播・トウモロコシ
２００ｈａ程度

混播・トウモロコシ
４０ｈａ程度

混播牧草
６０ｈａ程度

混播牧草
８０ｈａ程度

【飼料生産】
作付体系
作付延べ面積経

営
概
要

３０
つなぎ飼い＋パイプライン
分離給与（サイレージ）

４０
つなぎ飼い＋パイプライン
ＴＭＲ（サイレージ）

６０
フリーストールパーラ
ＴＭＲ（サイレージ）

４０
つなぎ飼い＋パイプライン
ＴＭＲ（サイレージ）

２５０
フリーストールパーラ
ＴＭＲ（サイレージ）

５０
つなぎ飼い＋パイプライン
ＴＭＲ（サイレージ）
放牧

５０
つなぎ飼い＋パイプライン
分離給与（サイレージ）
放牧

８０
フリーストールパーラ
ＴＭＲ（サイレージ）
放牧

【飼養形態】
飼養規模（経産牛）
飼養管理方式
飼料給与方式

５０％
４０％
混播牧草
４，４００㎏

とうもろこし
５，５００㎏

４６円

５０％
１０％
イタリアンライグラス
６，１００㎏

とうもろこし
５，７００㎏

６０円

５０％
４０％
イタリアンライグラス
８，１００㎏

とうもろこし
６，１００㎏

４３円

６０％
５４％
混播牧草
４，４００㎏

とうもろこし
５，５００㎏

４２円

７０％
７０％
混播牧草
３，９００㎏

とうもろこし
５，８００㎏

２８円

７０％
７０％
混播牧草
３，９００㎏

とうもろこし
５，８００㎏

３５円

８０％
８０％
混播牧草
３，９００㎏

２６円

７０％
７０％
混播牧草
３，９００㎏

３１円

【飼料生産】
粗飼料給与率
飼料自給率
１０ａ当たり生産量

ＴＤＮ１㎏当たり費用

生
産
性
指
標

表３　１戸当たりの飼料作物作付面積の推移（乳用牛） 　　 （単位：ｈａ／戸）

１１１０９８平成３６１５６５１昭和４６年
１８．１８１６．７０１６．３３１６．０１ ９．３５ ７．７１ ５．６３ ３．９０１．９８全　国
４２．８２３９．８１３９．０９３８．５３３０．５８２６．６７２１．９８１５．５４８．１８北海道
 ４．５３ ４．２６ ４．４３ ４．３３ ２．７１ ２．３１ １．５６ １．２５０．９３都府県

資料：農林水産省「畜産統計」
注：平成３年以降は１０頭規模層以上である。

１頭当たりの飼料作物作付面積の推移 　 （単位：ａ／頭）
１１１０９８平成３６１５６５１昭和４６年
２９２８２８２８２９２７２８３０２８全　国
４７４５４５４５５６５３５７６３５７北海道
１０１０１０１０１１１１１０１２１６都府県

資料：農林水産省「畜産統計」

２　肉用牛経営
乳用種肥育乳用種育成肉専用種肥育肉専用種繁殖

（主として都府県）（主として北海道）（主として北海道）（主として都府県）
土地条件の制約が大きい地域土地条件の制約が小さい地域

（主として北海道）
立地条件

区分 中山間地域（主として都府県）
家族・専業家族・専業家族・複合家族・専業家族・複合家族・専業家族・複合家族・専業経営形態（労働力構成）

混播・トウモロコシ
１６ｈａ程度

混播・トウモロコシ
１１ｈａ程度

混播
４０ｈａ程度

混播
５ｈａ程度

トウモロコシ・イタリアン
８ｈａ程度

スーダン・イタリアン
５ｈａ程度

スーダン・イタリアン
２０ｈａ程度

混播・トウモロコシ
２０ｈａ程度

混播・トウモロコシ
４５ｈａ程度

作付体系
作付延べ面積

【
飼
料
生
産
】

経
営
概
要

肥育牛
３００（一貫）
牛房群飼
ＴＭＲ
（サイレージ・稲わら）

肥育牛
４００（肥育）
牛房群飼
ＴＭＲ
（麦稈・サイレージ）

ほ育育成牛
５００
牛房群飼
分離給与
（乾草）

肥育牛
１００
牛房群飼
分離給与
（稲わら・乾草）

肥育牛
３００
牛房群飼
ＴＭＲ利用
（稲わら・サイレージ）

繁殖雌牛
２０
牛房群飼
分離給与
（乾草）

繁殖雌牛
８０
スタンチョン
分離給与
（乾草）

繁殖雌牛
５０
スタンチョン
分離給与
（サイレージ）

繁殖雌牛
１００
スタンチョン
分離給与
（サイレージ）

飼養規模
飼養管理方式
飼料給与方式

【
飼
養
形
態
】

１５％
９％
混播牧草
４，４００㎏

とうもろこし
５，５００㎏

３４円

１０％
７．５％
混播牧草
３，９００㎏

とうもろこし
５，８００㎏

３６円

２５％
２０％
混播牧草
３，９００㎏

３４円

１５％
１０．５％
混播牧草
４，４００㎏

４６円

１５％
１０．５％
イタリアンライグラス
８，１００㎏

とうもろこし
６，１００㎏

４３円

８０％
８０％
スーダングラス
７，６００㎏

イタリアンライグラス
８，１００㎏

４１円

８０％
７２％
スーダングラス
７，６００㎏

イタリアンライグラス
８，１００㎏

３６円

８０％
８０％
混播牧草
３，９００㎏

とうもろこし
５，８００㎏

３３円

８０％
８０％
混播牧草
３，９００㎏

とうもろこし
５，８００㎏

３４円

粗飼料給与率
飼料自給率
１０ａ当たり生産量

ＴＤＮ１㎏当たり費用

【
飼
料
生
産
】

生
産
性
指
標



４

て，畜産農家への土地利用の集積を図ることが重

要であろう。

　特に，水田裏の利用は，暖地２毛作地帯で重要

である。冬期間の期間借地や堆きゅう肥の還元等

の耕・畜連携で，耕地の利用率の向上を図るとと

もに，近年，田植えが早期化したことから，イタ

リアンライグラスの極早生品種の開発，普及を図

ることも重要であろう。

３）　稲発酵粗飼料生産給与の取り組み

　平成１２年から，耕種と畜産が一体となった稲発

酵粗飼料（イネホールクロップサイレージ）が，

補助事業に追加され，重点的に推進活動が行われ

ている。平成１２年は５００ｈａ，１３年は２，０００ｈａで実施

された。生産されるイネホールクロップサイレー

ジは品質が良く，乳用牛，肉用牛向きで，嗜好性

も良い。現在のところ，一般栽培用品種がそのま

ま利用されているが，茎葉，子実とも収量が高い

飼料向専用品種（はまさり，中国１４６号，中国１４７

号，関東飼２０６号及びもーれつ）があり，日本草地

畜産種子協会で希望者に販売しているので，利用

したいものである。この事業には，水田農業経営

確立対策の助成金最高７万３千円に，１０ａ当たり

２万円を上乗せされている。また，イネホールク

ロップサイレージを利用した畜産農家に１０ａ当た

り２万円の助成金が交付される。

４）　優良品種の利用による生産性の向上

　自給飼料が奨励される理由の一つは，購入飼料

より割安であることである。そのためには，自給

飼料の生産コストが問題となるが，全国ベースで

みると，１戸当たり作付面積の拡大や，機械化の

進展等に伴う生産性の向上などによって，生産コ

ストは低下傾向に推移している（表４）。

　この自給飼料生産コストと，輸入粗飼料価格と

を比較すると，平均的には輸入粗飼料に対し，コ

スト面では明らかに優位にあるといえる。しかし

ながら，自給飼料生産には労力や専用機械が必要

になり，輸入飼料の利便性と競合する。これに対

しては，高能力の機械化を共同で進めるとか，作

付地を団地化するとか，作業を委託する組織のコ

ントラクターを育成利用することが望まれる。

　生産コスト低減に最も貢献するのは，単位当た

り収量を高めることであり，その基本は，地域や

経営に適した優良品種を利用することである。各

都道府県では，このために奨励品種を選定してい

るから，畜産農家は先ず奨励品種を選択すべきで

ある。しかしながら，先に述べたように奨励品種

の普及率は４０％台である。草種別にみると，チモ

シー８５．８％，アルファルファ８７．７％など高いが，

オーチャードグラス５１．７％，イタリアンライグラ

ス４５．２％，青刈トウモロコシ４４．３％などと低く

なっている。種子価格が安いからといって，特性

不明のコモン種を購入する農家も多いが，長期間

の収量の安定性を考慮しなければならない。

　近年では，経営形態や飼料生産と利用の体系の

変化が速い。例えば，ロールベール方式の普及と

か，水稲作の早期化に伴う前作の早生化，あるい

は，早期水稲収穫跡地の年内利用，青刈トウモロ

コシの晩期栽培等々である。このような生産体系

に適した優良品種として，奨励品種の選定試験が

終了していない地域が多いから，この場合は畜産

農家がカタログで勉強したり，普及員と相談して

適応品種を選定することが勧められる。

表４　自給飼料生産コストと購入飼料価格の推移

 　　　　　　　　　　　　 （単位：円／ＴＤＮ�，円／ドル）

１１１０９８７６５４３
平成
２年

区　　　分

自給飼料生産費用価
５０
４４
６６

５０
４６
６２

５１
４６
６５

５１
４５
６４

５３
４５
６８

５７
４７
７７

５６
４８
７０

５６
４７
７１

６７
５７
７９

７０
６０
８３

全　国
北海道
都府県

（物財費ベース）
３９
３７
４６

３９
３８
４３

４０
３９
４５

４０
３８
４５

４２
３８
５１

４４
３９
５４

４４
４０
５０

４５
４０
５０

５６
５１
６１

５８
５４
６２

全　国
北海道
都府県

輸入粗飼料価格
 ７６
 ７６
１０３

 ７８
 ８５
１０２

 ８１
 ８９
１１４

 ８１
 ８７
１０９

 ７６
 ８６
１０５

 ７５
 ８４
１１７

 ７７
１００
１２２

 ８６
１０９
１２７

 ８９
１１６
１２４

 ９１
１１９
１３５

ヘイキューブ
乾牧草
稲わら

６７７０６９６４５８６２６３６７７４７４配合飼料価格

１１４１３１１２１１０９９４１０２１１１１２７１３５１４５為替レート

資料：「自給飼料生産費用価」，「配合飼料価格」は，農林水産省「牛乳生産費調
査」，「日本標準飼料成分表」から算出

　　　「輸入粗飼料価格」は，農家段階の価格で生産局畜産部調べ
　　　「為替レート」は，東京外国為替市場・銀行間直物取引の中心レート平均

品種は「はまさり」熊本県錦町，平成１３年１０月１０日


